
太
平
記
に
お
け
る
肘
王
説
話

－
　
唱
導
文
芸
と
の
関
連
に
ふ
れ
て

増

田

欣

後
醍
醐
帝
が
曽
如
に
崩
御
し
、
冒
方
の
総
大
将
脇
屋
賽
助
が
伊
予
で
柄
没
し

て
、
苗
朝
の
努
力
が
頓
に
弱
ま
る
と
、
局
面
は
足
利
氏
の
内
証
時
代
へ
と
移
る
。

政
務
を
担
当
す
る
足
利
直
義
と
、
将
軍
尊
氏
の
執
事
で
あ
る
高
師
直
と
の
粍
執

は
、
棉
正
行
討
死
の
翌
年
、
良
和
五
年
（
一
三
四
九
）
閏
六
月
に
い
た
っ
て
、

兵
火
を
喚
ぶ
ば
か
り
に
な
り
、
京
洛
は
院
然
と
し
て
、
「
郡
人
士
女
騒
動
、
白
ゾ

棄
白
け
酉
馳
建
」
（
因
大
層
）
と
い
う
事
態
に
ま
で
な
っ
た
。
太
平
記
は
、
正
義

の
執
事
、
上
杉
重
随
・
畠
山
政
宗
が
、
締
正
・
師
表
兄
弟
の
草
絹
を
嫉
み
、
直

売
の
帰
依
す
る
禅
檜
妙
吉
を
し
て
直
売
を
使
蛎
さ
せ
、
高
一
族
を
排
斥
し
よ
う

と
し
た
こ
と
が
、
給
匹
の
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
年
八
月
、
師
正
は
尊

氏
郡
を
句
悶
し
、
強
請
し
て
、
上
杉
・
昌
山
の
流
刑
と
荘
義
の
政
柾
剥
脱
と
を

獲
得
し
た
。
上
杉
・
白
山
は
越
前
に
流
さ
れ
、
誅
さ
れ
る
。
翌
観
応
元
年
十
月

二
十
八
日
、
九
州
で
兵
を
鋒
げ
た
足
利
龍
冬
を
討
つ
た
め
に
尊
氏
・
師
寓
等
が

京
都
を
発
向
し
た
、
そ
の
二
旦
剛
に
直
義
は
京
都
を
逐
電
し
、
翌
月
に
は
南
朝

に
降
っ
た
。
聖
二
年
二
月
正
方
の
軍
は
摂
津
打
田
浜
に
尊
氏
嬰
を
整
疲
し
、
夢

窓
疎
石
の
亀
旋
で
和
議
が
成
立
し
た
。
師
縮
兄
弟
は
法
体
と
な
っ
て
帰
洛
す
る

途
中
で
上
杉
憲
悦
（
重
能
の
子
）
　
の
た
め
に
刑
現
さ
れ
る
．
い
っ
た
ん
の
和
睦
は

成
っ
た
け
れ
ど
も
、
尊
氏
・
義
詮
の
党
と
、
正
義
・
滝
冬
の
覚
と
の
反
目
は

送
に
解
け
ず
、
同
年
八
月
一
日
、
荘
義
は
再
び
都
を
落
ち
て
、
北
国
に
赴
い
た
。

太
平
記
へ
巷
三
〇
、
農
相
三
部
井
大
公
Ⅵ
事
）
に
よ
る
と
、
越
前
国
教
賀
津

に
落
居
し
た
時
、
荘
義
の
軍
勢
は
六
万
環
を
数
え
た
が
、
こ
の
大
事
を
擁
七
て

京
都
を
攻
略
す
る
こ
と
な
く
、
「
ソ
↑
ロ
ナ
ル
長
倉
議
、
遺
ニ
モ
タ
、
ヌ
ナ
マ

才
覚
二
時
移
テ
」
の
　
戦
機
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
、
太
平
記
は
、
「
ソ
モ
是
ハ
、
誰
ガ
意
見
二
依
テ
、
高
倉
毀
（
底
義
）

ハ
、
加
様
二
兄
弟
叔
父
甥
之
闘
二
合
戦
ヲ
バ
シ
ナ
ガ
ラ
、
サ
ス
ガ
無
道
ヲ
誅
シ

テ
、
世
ヲ
シ
ゾ
メ
ソ
ト
シ
給
フ
ゾ
ト
尋
レ
．
ご
と
し
て
、
「
禅
律
之
奉
行
ニ
テ

召
使
レ
ケ
ル
甫
宏
之
儒
煮
損
少
内
言
石
範
」
が
、
義
詮
を
良
の
紺
王
に
、
底
義

を
周
の
文
王
に
、
我
が
身
を
文
王
の
師
太
公
望
に
擬
し
て
、
対
王
の
養
成
と
、

こ
れ
を
討
瀕
し
た
間
三
朝
の
故
事
を
語
り
、
「
宕
仁
ヲ
行
ヒ
錆
テ
、
是
ヲ
亡
サ

ム
ニ
何
ノ
子
細
力
候
べ
キ
」
　
（
内
闇
本
）
と
造
言
し
た
の
を
採
用
し
た
か
ら
で

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
看
抗
は
、
武
智
謄
十
九
代
の
後
裔
に
あ
た
る
梼
原
右
端
（
従
二
位
文
章

博
士
振
範
の
子
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
彼
が
、
正
薫
に
供
奉
し
て
下
向
し
た



こ
と
は
碇
か
で
あ
る
（
観
応
二
年
日
次
記
、
七
月
弗
日
”
崇
が
、
彼
が
少
納
言

で
あ
っ
た
の
は
建
武
四
竺
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
四
日
ま
で
の
位

か
八
箇
月
あ
ま
り
の
問
で
、
叡
応
二
年
当
時
は
、
大
学
璃
（
良
和
二
年
二
月
か

ら
文
部
二
年
七
月
ま
で
）
、
治
郎
姻
（
良
和
四
年
十
二
月
か
ら
文
和
二
年
十
二

月
ま
で
）
訳
翫
肢
介
（
耕
応
元
年
二
月
任
）
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
（
公
抱

補
任
）
　
校
年
の
官
位
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
例
は
太
平
記
に
多
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
こ
の
よ
う
に
以
前
の
、
そ
れ
も
住
か
一
年
足
ら
ず
の
在
任
で
し
か
な
か
っ

た
官
職
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
と
い
う
の
は
異
例
で
あ
る
。
殊
に
こ
れ
が
挿
入
説

諸
に
か
ら
ん
で
登
場
す
る
人
物
だ
け
に
、
開
封
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

太
平
記
作
者
は
、
「
（
窮
策
の
軽
石
を
）
信
ゼ
ラ
レ
ケ
ル
コ
ソ
且
ナ
レ
、
サ

レ
．
ハ
ト
テ
禅
門
（
荘
美
）
　
ノ
行
述
、
大
伯
ガ
有
徳
ノ
甥
文
王
三
謹
シ
仁
ニ
モ
非

ズ
、
又
周
公
ノ
無
道
ノ
兄
管
叔
ヲ
討
シ
藁
ニ
モ
非
ズ
、
杵
遺
絹
業
両
ナ
ガ
ラ
欠

タ
ル
人
ト
ゾ
兄
へ
タ
リ
ケ
ル
」
　
（
内
関
本
）
と
述
べ
て
、
兄
の
尊
氏
、
甥
の
薫
詮

を
討
と
う
と
す
る
正
義
の
非
を
損
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
中
国
説
話
は
、
他

の
多
く
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
太
平
記
作
者
が
現
冥
の
社
会
を
批
判
す

る
拠
り
所
と
し
て
引
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。
作
者
は
、
薦
責
の
尊
氏
・
棄
詮

討
伐
を
正
当
化
せ
ん
が
た
め
に
比
の
敵
鶏
を
引
い
た
右
折
と
は
、
反
対
の
立
場

を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
り
に
宥
範
が
段
の
肘
王
の
故

事
を
引
い
て
龍
義
に
進
言
し
た
こ
と
は
事
舅
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
太
平
記
に

お
け
る
尉
王
説
話
は
、
宥
伍
の
語
っ
た
詩
そ
の
ま
ま
で
は
あ
り
え
な
い
。
説
話

の
構
成
や
表
現
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
太
平
記
作
者
に
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

〓

太
平
記
に
お
け
る
肘
≡
説
話
は
、
ま
ず
封
の
暫
日
精
試
乙
の
故
事
か
ら
説
き

起
さ
れ
て
い
て
、
村
の
克
政
に
関
す
る
謡
が
こ
れ
に
継
ぎ
、
村
が
誅
伐
さ
れ
る

最
後
の
部
分
で
は
、
周
の
文
王
（
西
伯
）
・
試
王
が
む
し
ろ
主
役
の
位
罠
を
占

め
て
い
る
。
狩
三
説
話
全
体
の
構
成
を
元
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

－
帝
景
乙
の
放
轟

1
、
帝
武
乙
、
悪
を
好
み
、
天
を
控
さ
ん
と
企
つ
。

2
、
木
偶
の
天
神
と
情
炎
を
し
、
こ
れ
を
負
か
し
て
泣
暮
す
。

3
、
血
を
捕
っ
た
皮
損
を
木
の
租
に
吊
り
、
天
神
と
称
し
て
、
こ
れ
を
射

る
。

4
、
河
沼
に
狩
し
た
時
、
吾
笛
に
う
た
れ
て
死
す
。

甘
糾
王
の
故
轟

5
、
智
勇
と
も
に
膀
れ
、
人
に
放
り
、
軍
富
を
開
か
ず
、
先
王
の
道
に
従

わ
ず
。

6
、
組
己
を
愛
し
て
、
万
・
賃
そ
の
言
に
従
う
。

7
、
館
山
に
倉
を
、
朝
歓
に
台
を
建
て
て
、
米
猥
や
餌
1
1
を
充
満
す
。

8
、
沙
丘
に
花
台
を
作
り
、
甫
池
肉
朴
の
独
楽
を
艮
く
す
。

9
、
姐
己
の
た
め
に
他
校
の
刑
を
行
い
、
人
民
を
に
殺
す
。

Ⅷ
西
伯
の
故
類

1
0
、
崇
侯
虎
の
哲
告
に
上
り
、
肘
の
た
め
に
芳
里
に
つ
な
が
る
。

1
1
、
臣
田
天
、
封
に
賂
し
て
、
西
伯
、
罪
を
詐
さ
る
。

1
2
、
位
己
に
砲
を
献
じ
て
、
抱
格
の
刑
を
止
め
ん
こ
と
を
㌫
う
。

き
t

1
3
、
澗
浜
の
院
に
猟
し
て
、
太
公
望
を
得
る
。

1
4
、
西
伯
の
子
武
三
、
農
を
誤
す
。

こ
の
構
成
は
、
大
路
、
史
記
（
置
本
紀
）
　
の
記
特
と
背
馳
す
る
も
の
で
な
く
、

太
平
記
が
割
竺
し
て
い
る
主
項
な
告
現
と
し
て
は
、
村
が
九
枚
お
よ
び
そ
の
娘

と
顎
侯
を
が
殺
す
る
話
（
9
の
次
）
、
比
千
が
緑
空
説
め
て
誅
さ
れ
る
話
（
1
2



の
次
）
、
お
よ
び
試
王
の
糾
三
討
伐
戦
の
具
体
的
叙
述
（
1
4
）
の
一
二
項
だ
け
で

あ
る
。
太
平
記
の
叙
述
は
、
ほ
と
ん
ど
段
本
紀
の
本
文
に
即
し
て
い
る
。
と
は

い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
単
な
る
撃
下
し
文
に
改
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
l

の
2
・
3
の
部
分
だ
け
を
両
者
対
指
さ
せ
て
、
そ
の
実
際
を
示
せ
ば
、
次
の
ご

と
く
で
あ
る
。

為
〓
偶
人
】
、
謂
〓
之
天
神
一
、
与
レ
之
博
、
令
二
八
為
行
】
、
天
神
不
ゾ
勝
、
乃

惨
＝
昏
之
一
、
為
＝
草
野
盛
品
、
仰
而
射
ゾ
之
、
命
日
ゾ
射
夫
、
（
段
本
紀
）

先
、
木
ヲ
以
テ
人
ヲ
作
テ
、
是
ヲ
天
神
ト
名
付
テ
、
帝
白
ラ
是
ト
侍
契
ヲ

ナ
ス
、
神
真
ノ
神
ナ
ラ
ズ
八
代
テ
賽
ヲ
ウ
チ
石
ヲ
ツ
カ
ウ
博
突
ナ
レ
．
ハ
、

帝
ナ
ド
カ
防
給
ハ
ザ
ラ
ン
、
併
給
へ
バ
天
負
タ
リ
ト
テ
、
木
：
喜
作
レ
ル

神
形
ヲ
手
足
ヲ
切
り
頭
ヲ
別
ネ
打
蜘
臨
親
シ
テ
獄
門
ニ
コ
レ
ヲ
サ
ラ
シ
ケ

リ
、
叉
、
革
之
琵
ヲ
為
り
人
ノ
血
ヲ
入
テ
、
是
ヲ
高
キ
木
ノ
相
二
軍
丁
、

天
ヲ
射
ル
ト
号
、
射
ル
こ
、
血
田
デ
、
地
ニ
ソ
、
グ
コ
ト
ヲ
ピ
タ
ダ
シ
、

（
太
平
記
）

「
偶
人
」
な
ど
の
洪
吾
は
和
ら
げ
、
書
き
下
し
た
だ
け
で
は
意
味
の
通
じ
な
い

「
人
ヲ
シ
テ
為
二
行
ハ
シ
ム
」
な
ど
の
句
は
意
訳
し
、
具
体
性
に
欠
け
る
「
俊
二

昏
ス
之
l
チ
」
「
仰
イ
ヂ
而
射
ル
レ
之
ヲ
」
な
ど
の
表
現
に
は
、
解
説
を
施
し
て
、
読

者
や
聴
衆
の
前
に
、
い
か
に
も
具
象
的
に
措
い
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。
股
本
紀

の
原
文
に
即
し
っ
つ
解
説
的
に
叙
述
し
て
い
く
態
度
は
、
こ
の
説
話
の
全
体
に

わ
た
っ
て
、
ほ
ぼ
貴
ぬ
か
れ
、
て
い
る
。

≡

設
本
紀
に
は
記
改
さ
れ
て
い
な
い
事
項
で
、
太
平
記
が
付
け
加
え
て
い
る
も

の
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
は
、
西
伯
が
太
公
望
を
得
る
話
（
1
3
）
で
あ
り
、
他

の
一
は
、
砲
隆
の
刊
に
つ
い
て
の
詳
述
（
9
）
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
、
こ
の
詔
は
、
史
記
（
斉
大
公
世
景
）
に
も
記

し
て
い
る
が
、
西
伯
が
太
公
望
を
得
る
で
あ
ろ
う
と
占
う
ト
者
の
名
を
「
史
編
」

と
明
記
す
る
点
や
、
西
伯
の
潔
斉
の
事
を
記
す
点
で
、
六
描
（
文
事
、
文
師
括

一
）
の
所
述
の
系
統
を
汲
み
、
さ
ら
に
、
西
伯
と
大
公
呉
と
の
対
話
（
約
四
五

〇
字
）
を
す
っ
か
り
省
略
し
て
い
る
章
に
よ
っ
て
、
六
縞
を
憶
的
化
し
て
引
い

て
い
る
慧
求
を
介
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
い
え
ば
、
ト
者
史

0

編
の
詞
の
中
に
あ
る
「
罪
‰
豊
㌃
描
非
王
崇
㌘
玩
」
　
（
史
記
・
六
絹
・
補
註
蒙

0

求
）
を
、
「
信
二
モ
非
ズ
、
㍑
ニ
モ
罪
ズ
」
と
す
る
点
か
ら
見
て
、
采
の
徐
子

光
が
話
を
補
う
以
前
の
、
い
わ
ゆ
る
古
詩
蒙
求
に
凱
；
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
但
し
供
存
叢
書
本
と
は
異
な
る
。
亀
田
駈
薔
校
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
古

記
に
基
づ
く
㌫
求
和
歌
へ
拳
も
）
と
は
、
「
非
‰
揖
非
レ
揖
」
を
欠
く
点
、
西
伯

の
況
蕾
を
七
日
（
六
柑
・
補
謀
は
三
日
）
と
す
る
点
、
「
蓑
与
帰
」
　
（
補
講
）

°

　

0

　

0

　

0

を
「
草
ノ
右
二
乗
テ
版
リ
給
フ
」
と
す
る
点
で
、
き
わ
め
て
近
い
。
㊤
な
お
補

謎
は
鎌
倉
末
期
乃
至
預
北
朝
．
こ
ろ
に
溌
来
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
㊥
。

庖
路
の
刑
に
つ
い
て
の
史
記
の
記
、
血
は
．
こ
く
闇
路
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
の

は
、
史
記
の
本
文
に
基
づ
い
て
い
る
列
女
伝
（
巻
七
、
壁
婁
伝
）
の
文
責
で
あ

る
が
、
史
記
の
文
責
は
、
こ
の
う
ち
の
傍
線
部
分
だ
け
で
あ
る
。
（
カ
ツ
コ
内

は
史
記
だ
け
の
語
句
）

申

　

上

史
記
の
本
文
に
従
え
ば
、
封
は
人
民
の
怨
鷺
や
謡
仕
這
圧
送
を
甲
う
Q
た
め
に

刑
罰
を
き
び
し
く
し
、
そ
の
一
つ
に
庖
給
の
刑
が
行
わ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
、

他
烙
の
刑
は
き
わ
め
て
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
列
女
伝
に
な
る
と
、

「
肘
乃
チ
為
ス
〓
灼
格
之
法
ヲ
L
と
し
て
扱
い
方
が
琉
く
な
り
、
加
え
て
、
こ
の

村
乃
（
重
一
癖
刑
∴

有
レ
㌍
者
行
其
上

（
上
路
）
為
二
長
夜

之
飲
一
、
姐
己
好
ち
㌢
　
百
姓
怨
H
、
諸
侯
有
〓
畔
者
一
、

到
為
〓
灼
恰
青
、
チ
、
鬱
一
銅
桂
一
加
〓
之
軍
、
今
下

、
机
撃
一
択
中
∴
規
己
乃
笑
、



刑
の
方
法
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
「
姐
己
乃
チ

笑
プ
」
　
と
あ
っ
て
、
こ
の
刑
の
施
行
が
姐
己
と
関
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。
一
体
、
列
女
伝
は
、
ほ
と
ん
ど
史
記
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
餌
の
悪
逆
を
姐
己
の
責
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
麒
要

で
あ
る
。
史
記
が
「
好
㍉
個
ヲ
洋
ス
ゾ
楽
こ
、
撃
一
言
於
婦
人
ヲ
∴
愛
ス
二
組
己
チ
小
、

粗
己
之
言
ニ
ハ
是
レ
従
フ
」
　
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
列
女
伝
は
　
「
好
㍉

府
チ
嘩
√
琴
一
、
不
リ
離
サ
二
組
己
チ
一
、
姐
己
之
所
ハ
匙
ロ
ム
ル
貴
ピ
レ
之
ヲ
、
組
己
之

所
バ
リ
憎
ム
訣
言
之
ヲ
」
と
言
い
か
え
て
、
姐
己
の
元
凶
ぶ
り
を
強
調
し
、
説
話

の
具
体
的
な
面
で
も
、
た
と
え
ば
、
史
記
で
は
比
千
の
忠
諒
に
激
怒
し
た
肘
が

む
ね

「
雪
間
ク
、
聖
人
ノ
心
二
有
り
J
毛
荻
こ
　
と
言
っ
て
比
千
の
胞
を
割
い
て
検
め

た
と
し
て
い
る
話
も
、
列
女
伝
は
「
雪
間
…
‥
・
」
の
詞
を
姐
己
の
せ
り
ふ
に
し

て
、
姐
己
が
肘
を
し
て
比
千
の
胸
を
割
か
し
め
る
話
に
変
え
て
い
る
。
飽
烙
の

刑
の
取
り
上
げ
方
に
も
、
列
女
伝
撰
者
の
そ
の
よ
う
な
柄
憩
意
識
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

砲
烙
の
刑
を
姐
己
の
嗜
虐
性
と
結
び
つ
け
る
こ
と
、
お
よ
び
此
の
刑
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
説
明
を
施
す
こ
と
の
二
点
は
、
用
三
先
（
巻
一
四
美
人
篇
）

で
は
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
列
女
伝
が
ま
だ
温
存
し
て
い
た
と
こ
ろ

の
、
民
衆
の
怨
嗟
や
諸
侯
の
反
逆
を
抑
圧
す
る
た
め
の
重
刑
と
い
う
意
義
は
消

滅
し
て
し
ま
っ
て
、
他
烙
の
刑
は
、
単
に
姐
己
の
異
常
な
嗜
虐
癖
を
ろ
た
す
た

め
の
遊
び
で
し
か
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

太
平
記
は
、
こ
の
方
向
を
明
瞭
に
受
け
つ
い
で
い
る
。
ま
ず
、
封
が
砲
烙
の

刑
を
実
行
す
る
に
至
っ
た
動
機
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

或
時
、
后
姐
己
、
前
庭
之
花
ノ
タ
バ
エ
ヲ
詠
ジ
テ
寂
実
ト
シ
テ
立
給
フ
、

糾
三
是
ヲ
ミ
ル
ニ
堪
ズ
シ
テ
、
何
事
力
心
ニ
ア
カ
ヌ
事
之
侍
ル
ト
間
給
へ

バ
、
姐
己
、
ア
ハ
レ
飽
烙
之
法
ト
ヤ
ラ
ン
ヲ
見
．
ハ
ヤ
ト
思
ウ
ヲ
、
心
ニ
カ

ナ
ハ
ヌ
章
二
侍
ル
ト
宝
ケ
レ
．
ハ
、
肘
三
、
安
キ
程
ノ
事
也
ト
テ
、
轡
ア
甫

匪
二
灼
烙
ヲ
建
テ
、
后
ノ
見
物
ニ
ゾ
ナ
サ
レ
ケ
ル
、

飽
烙
の
刑
は
単
に
姐
己
の
欝
屈
を
敬
せ
し
め
ん
が
た
め
の
も
の
で
し
か
な
い
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

し
か
も
、
灼
烙
の
刑
と
い
う
残
虐
き
わ
ま
り
な
い
み
も
の
を
嗜
好
す
る
姐
己
の

欝
屈
の
様
子
が
、
き
わ
め
て
妨
々
た
る
趣
で
措
か
れ
て
い
る
。
上
萌
黄
婦
を
、

営
に
窃
究
た
る
、
繊
弱
な
あ
り
さ
ま
に
描
く
の
は
、
太
平
記
の
随
所
に
例
を
見

る
と
こ
ろ
の
、
類
型
的
な
発
憩
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
類
型
的
、
観
念
的

な
発
想
法
が
、
姐
己
の
嗜
好
の
残
虐
さ
と
あ
ま
り
に
も
か
け
踵
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
魔
女
の
お
も
か
け
を
印
豪
づ
け
る
と
い
う
効
果
を
生
ん

で
い
る
。

飽
格
の
刑
の
具
体
に
つ
い
て
も
、
太
牢
記
は
夏
に
詳
し
く
拓
い
て
い
る
。
そ

れ
は
、
単
な
る
説
明
の
域
を
超
え
た
、
意
欲
的
な
措
き
ぶ
り
で
さ
え
あ
る
。

天
地
烙
之
法
ト
申
ハ
、
五
支
之
銅
柱
ヲ
二
本
東
西
二
立
テ
、
上
二
欽
ノ
純

（炭）

ヲ
バ
リ
、
下
二
．
炭
ノ
ヲ
キ
ヲ
銭
揚
腰
桶
之
如
ク
二
ヲ
コ
シ
テ
、
罪
人
之
背

二
石
ヲ
負
セ
、
官
人
文
ヲ
琴
テ
罪
人
ヲ
柱
ノ
上
二
慧
ノ
ボ
セ
、
鉄
柾
ヲ
ワ

タ
ル
時
、
罪
人
気
力
疲
レ
テ
、
膝
壇
之
中
二
落
入
り
、
灰
建
ト
ナ
リ
テ
焦

レ
死
ヌ
、
焼
熱
大
焼
熱
之
苦
息
ヲ
移
セ
ル
刑
ナ
レ
バ
、
地
烙
之
法
ト
ハ
名
付

タ
リ
、
后
見
テ
レ
之
チ
タ
グ
ヒ
ナ
キ
事
二
興
ジ
給
ケ
レ
バ
、
野
人
村
彗
　
日

毎
二
子
ヲ
殺
サ
レ
親
ヲ
失
テ
、
泣
カ
ナ
シ
ム
声
止
時
ナ
シ
、

太
平
記
は
、
こ
の
糾
三
説
話
を
概
し
て
史
記
の
本
文
に
忠
実
に
拠
っ
て
叙
述
し

な
が
ら
、
史
記
が
借
か
に
「
重
ク
ス
一
読
刑
ヲ
「
有
り
〓
飽
烙
之
法
こ
　
と
し
か
記

さ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
右
の
よ
う
に
詳
細
に
述
べ
た
て
て
い
る
の

で
あ
る
。
列
女
伝
や
和
義
柴
が
そ
ぅ
で
あ
る
よ
う
に
、
姐
己
の
故
事
を
語
ろ
う

と
す
る
は
あ
い
、
地
烙
の
刑
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
解
説
は
、
中
国
に
お
い
て

も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
主
要
な
項
目
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
ま
し
て



我
が
田
の
読
者
な
り
聴
衆
な
り
を
対
象
と
す
る
と
き
に
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と

で
あ
っ
た
は
す
で
あ
る
。
大
路
、
史
記
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
唐
鋭
（
第
一
）

も
ま
た
、（
上
略
）
長
夜
の
飲
と
て
ひ
ま
な
か
り
し
か
ば
、
百
姓
う
ら
み
を
成
て
、

諸
侯
こ
と
ど
と
国
に
そ
む
き
に
け
り
、
租
己
と
申
け
る
女
を
愛
し
て
、
こ

れ
が
お
も
し
ろ
が
る
こ
と
の
み
を
お
こ
な
は
れ
、
政
も
こ
の
姐
己
が
申
ま

ゝ
な
り
け
り
、
地
格
の
刑
と
く
、
銅
の
柱
を
立
て
、
あ
ぶ
ら
を
ぬ
れ
り
、

そ
れ
（
が
）
し
た
に
火
を
ゝ
こ
し
て
、
罪
科
あ
る
者
を
ば
そ
の
は
し
ら
に

の
せ
ら
る
ゝ
に
、
抽
す
べ
り
て
火
の
車
へ
お
ち
い
る
を
、
姐
己
見
て
咲
け

れ
ば
、
常
に
咲
せ
ん
と
て
、
こ
の
み
を
こ
な
は
れ
き
、
（
内
閣
文
旺
雨
簑
C

の
よ
う
に
、
飽
格
の
刑
に
関
し
て
賃
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
加
節
が
、
列
女
伝

の
説
明
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
刑
の
説
班
と

し
て
は
、
列
女
伝
の
記
述
が
最
も
古
く
て
、
ま
た
最
も
広
く
行
わ
れ
て
も
き
た

よ
う
で
あ
る
。
史
記
索
隠
が
や
や
異
な
っ
た
説
明
を
も
挙
げ
て
い
る
け
れ
ど
も

そ
の
方
は
受
け
つ
が
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
I
鋼
玉
鷺
の
記
述
も
列
女

伝
の
説
明
と
大
差
が
な
い
。
太
平
記
も
、
㍍
鏡
と
同
様
、
必
要
に
応
じ
て
此
の

刑
の
解
説
を
添
加
し
、
そ
の
解
説
は
、
結
局
、
列
女
伝
の
所
伝
の
流
れ
を
引
い

て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
に
掲
げ
た
太
平
記
の
叙
述
を
読
む
と
、
必

頬
の
限
度
を
超
え
、
列
女
伝
の
記
述
を
大
き
く
は
み
出
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

こ
の
刑
を
計
る
こ
と
に
非
常
な
関
心
と
意
欲
を
わ
き
立
た
せ
た
作
者
の
姿
弱
が

応
じ
と
ら
れ
る
。
「
煉
熱
大
悦
熱
之
苦
瓜
ヲ
移
セ
ル
刑
ナ
レ
．
ハ
、
飽
恰
之
法
ト

ハ
名
付
タ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
附
余
の
説
で
あ
っ
て
、

作
者
自
身
が
地
獄
の
苦
息
に
引
き
つ
け
て
描
田
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
橋
良

一
持
士
が
、
こ
の
「
投
付
王
事
」
の
叙
述
に
関
し
て
、
「
大
約
、
太
平
記
は
段

本
紀
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
飽
焙
の
刑
に
つ
い
て
は
玩
め
て
詳
細
で
あ
る
。
こ

れ
も
太
平
記
作
者
の
想
像
に
よ
り
て
潤
色
せ
ら
れ
た
所
で
あ
ろ
う
。
」
④
　
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
＜
想
像
に
よ
る
潤
色
∨
と
い
う
も
の
も
、
異
は
、
唱

道
文
芸
に
多
く
の
例
を
見
る
抱
獄
精
等
の
伝
承
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
推
測
を
も
つ
の
で
あ
る
。

四

太
平
記
の
中
で
、
地
獄
の
あ
り
さ
ま
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
次
の

四
箇
所
で
あ
る
。

の
巻
二
一
「
菅
丞
相
轟
」

吻
羞
二
六
「
岩
野
炎
上
等
」

開
巻
三
五
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
誠
」

糾
薮
二
〇
「
結
城
入
道
飢
地
獄
轟
」

右
の
う
ち
、
日
仏
聞
ほ
い
ず
れ
も
菅
原
道
真
に
関
す
る
も
の
で
、
す
で
に
後
産

丹
治
博
士
の
御
指
摘
が
あ
る
ど
と
く
①
、
北
野
天
神
縁
起
に
担
っ
た
も
の
で
あ

る
。
の
は
菅
原
是
琶
邸
の
再
転
に
小
児
（
道
哀
）
　
の
忽
鴇
と
出
現
す
る
話
か
ら

始
ま
っ
て
、
生
前
の
事
錐
や
死
従
の
崇
り
が
詳
し
く
語
ら
れ
、
右
大
弁
公
息
の

蘇
生
談
と
北
野
社
壇
の
建
立
、
そ
し
て
大
内
貴
三
仁
の
嬢
亡
と
一
条
鰭
に
上
る

正
一
位
太
政
大
臣
追
肥
の
話
ま
で
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
地
獄
描
写
の
あ
る
の

は
公
忠
蘇
生
談
の
条
で
あ
る
。
侶
刷
は
、
日
で
は
省
か
れ
て
い
る
自
蔵
上
人
の

綜
生
絹
で
あ
っ
て
、
自
蔵
上
人
が
六
道
四
生
を
最
推
し
て
、
鉄
窺
苫
前
の
菖
息

を
受
け
て
い
る
酔
机
帝
と
問
㌫
す
る
話
で
あ
る
。
松
は
新
路
で
あ
る
が
、
畑
は

詳
細
で
、
後
小
振
撼
士
も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
安
楽
寺
本
『
北
野
天
神
榊
紋
起
』

（
続
群
書
類
従
所
収
）
と
類
似
す
る
点
が
多
い
。
餌
は
官
方
の
功
臣
結
城
宗
広

に
関
す
る
説
話
で
あ
る
。
廷
元
三
年
（
二
二
三
八
）
九
月
に
伊
勢
国
で
病
ん
だ

宗
広
は
、
朝
徹
誅
伐
の
す
さ
ま
じ
い
怨
念
を
と
ど
め
て
卒
し
た
の
で
あ
る
が
、

・－＿　5　－



そ
の
訃
報
が
郷
皿
（
良
川
白
河
）
龍
届
か
ぬ
先
に
、
結
城
所
綾
の
程
佃
が
試
滝

田
か
ら
下
総
因
へ
む
く
途
中
で
一
人
の
山
伏
に
淡
▼
揖
い
㊥
、
宗
広
の
無
間
地
獄
に

堕
ち
て
呵
責
を
受
け
て
い
る
あ
り
さ
ま
を
見
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
も
按
樟
博
士
の
、
平
景
物
薔
無
六
「
入
道
班
上
巳
の
条
に
堪
る

と
す
る
田
指
摘
抄
が
あ
る
。
説
話
の
結
構
の
類
似
の
み
な
ら
ず
、
沼
盛
・
宗
広

両
人
の
米
用
の
怨
念
の
叙
述
に
は
共
通
す
る
文
語
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

い
ま
問
加
と
す
る
地
獄
の
詳
細
な
描
写
は
、
平
家
物
語
や
源
平
盛
衰
記
に
は
見

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

夜
半
退
グ
ル
程
ニ
、
月
椴
カ
ニ
か
き
く
も
り
、
雨
ア
ラ
ク
競
メ
、
牛
璃
罵

頭
ノ
阿
防
拙
刹
共
、
其
放
し
ら
す
大
臣
二
群
リ
覧
レ
リ
、
乾
坤
須
異
二
班

長
メ
、
鉄
城
串
ク
閉
ヂ
、
鉄
鋼
四
方
二
猥
レ
リ
、
烈
々
た
る
琵
火
樵
へ
て

一
由
旬
が
問
二
盛
ン
な
る
に
、
毒
蛇
舌
チ
の
べ
て
焙
ヲ
吐
キ
、
鉄
ノ
犬
牙

（
マ
ニ

ヲ
ト
イ
で
峡
へ
い
か
な
る
、
僧
見
テ
芝
チ
、
ア
ナ
お
そ
ろ
し
、
是
ハ
無
間

地
獄
こ
て
ゾ
宥
ル
ら
ん
と
恐
怖
メ
見
居
た
る
処
こ
、
火
ノ
章
二
罪
人
ヲ
ひ

と
り
の
せ
て
良
空
よ
り
夫
レ
リ
、
持
チ
貴
ケ
つ
る
悪
鬼
共
、
鉄
の
狙
ノ
磐

ヲ

石
ノ
如
ク
な
る
ヲ
匠
三
一
号
て
、
共
成
　
二
此
罪
人
ヲ
寂
ッ
て
仰
ノ
ケ
ニ

ア
せ
、
英
ノ
う
へ
こ
又
鉄
ノ
板
ヲ
重
ネ
U
、
請
ノ
鬼
共
ヒ
ザ
ヲ
か
ゞ
メ
、

か
い
な
ヲ
延
べ
て
、
ヱ
イ
ヤ
7
′
＼
ト
押
ス
ニ
、
は
づ
れ
よ
り
血
ノ
な
が
る

チ

L
封
、
抽
し
ぼ
る
が
如
し
、
受
　
レ
之
ヲ
大
キ
な
る
鉄
ノ
桶
二
い
れ
楼
昔
た

（江）

る
ハ
十
分
に
泥
へ
て
夕
陽
ヲ
浸
せ
几
紅
水
ノ
如
ク
也
、
其
後
ニ
ッ
ノ
狙
ヲ

取
り
の
け
て
　
紙
ノ
如
ク
ひ
ら
め
ら
れ
た
る
罪
人
ヲ
鉄
ノ
甲
一
さ
し
つ
ら

（庖）

ヌ
キ
、
炎
ノ
上
へ
こ
た
て
ゝ
打
チ
か
へ
し
7
＼
焙
ル
1
只
包
人
ノ
肉
味
ヲ

調
ズ
ル
こ
こ
と
な
ら
ズ
、
吾
樋
ア
プ
リ
か
ハ
か
し
て
後
チ
、
又
姐
ノ
う

へ
こ
お
し
ひ
ら
メ
、
岩
刀
二
鉄
ノ
マ
ナ
バ
し
ヲ
照
，
そ
へ
て
分
チ
カ
ニ

切
り
㌧
写
サ
キ
、
銅
ノ
崇
ノ
中
へ
投
ゲ
入
レ
た
る
ヲ
、
牛
頭
馬
頭
崇
ヲ
以

テ
清
々
ト
唱
へ
て
是
ヲ
ヒ
ル
こ
、
罪
人
忽
チ
ニ
ヨ
ミ
が
へ
り
て
、
又
も
と

の
姿
タ
ニ
な
る
時
、
阿
防
㌫
別
、
鉄
ノ
し
も
と
ヲ
駐
ソ
て
、
叩
邦
人
二
向
ヒ
い
か

れ
る
言
バ
ヲ
E
H
H
ダ
し
て
云
ク
、
地
獄
非
二
地
ほ
一
、
汝
雄
走
レ
貴
ム
レ
汝
ヲ
ト
、

罪
人
此
苦
こ
せ
め
ら
れ
て
、
な
か
ん
と
す
れ
共
洞
吉
ズ
猛
火
根
ヲ
撞
ス
ガ

故
ニ
、
叫
バ
ン
ト
ス
レ
共
声
も
輿
ス
鉄
丸
噴
ヲ
雲
グ
ガ
故
ニ
、
も
し
一
ッ

時
ノ
苔
患
ヲ
盈
ル
共
、
き
く
八
ハ
咄
二
倒
レ
ッ
ベ
シ
、
（
神
田
本
）

右
に
措
か
れ
て
い
る
地
獄
お
よ
び
獄
卒
の
呵
責
の
あ
り
さ
ま
は
、
莞
一
二
五
の
日

歳
上
人
冥
土
往
還
説
話
の
そ
れ
よ
り
も
夏
に
群
雄
で
あ
る
。
一
般
に
、
説
話
境

に
措
か
れ
て
い
る
地
獄
に
は
、
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
霊

異
記
（
中
ホ
第
七
話
）
の
智
光
暮
色
談
は
、
他
の
請
作
晶
に
見
え
る
類
話
に
比

．
へ
て
相
当
に
詳
し
い
け
れ
ど
も
、
呵
責
の
項
目
に
多
様
性
が
な
い
。
宝
物
集
に

は
、
往
生
顛
鷺
に
些
つ
く
と
思
わ
れ
る
地
獄
の
評
誼
が
あ
る
。
ど
の
系
統
の
本

文
に
も
あ
り
、
内
容
も
殆
ど
渠
ち
な
い
が
、
一
岩
宗
に
比
べ
て
、
笹
薫
．
‥
類
従

本
（
三
岩
本
）
は
や
や
詳
し
い
。
大
日
本
仏
教
全
昌
本
（
七
量
水
）
は
三
巻
本

と
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
桜
の
二
本
に
お
け
る
地
撞
…
年
と
掠
め
て
親
近
な
関
係

に
あ
る
の
が
章
光
寺
縁
起
（
浣
群
書
粕
醇
所
収
）
で
あ
る
。
項
口
の
出
入
も
あ

り
、
鋲
字
片
仮
名
湿
り
文
と
賞
字
文
と
の
相
違
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
共
通
の
項

目
に
関
し
て
は
表
現
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
太
平
記
の
描
写
と
完
全
に
吻
合
す
る

°
°
綾
起
は
見
当
ら
な
い
が
、
「
…
・
何
況
無
間
地
獄
乎
、
天
野
五
こ
里
網
l
、
箪
一

〇
〇
°
0
°
O
e
O

風
鳳
麺
類
ゾ
去
、
地
㌫
域
閏
閏
、
郁
麗
妊
大
力
鷺
㌦
㌢
…
…
阿
坊
だ
別
院
姿
見

0
0
0
°

迷
ゾ
心
、
牛
頭
馬
頭
荒
苦
闘
失
レ
肝
」
（
琶
光
等
投
起
）
の
如
く
、
類
似
点
を
看

す
る
鋤
は
あ
る
。
ま
た
、
猛
火
二
＝
蛇
・
鍔
狗
な
ど
の
材
料
や
、
圧
搾
・
飽
伍

・
剖
敢
∴
頼
班
に
よ
る
綜
生
な
ど
の
呵
貴
の
現
口
は
、
往
生
鋸
へ
黒
に
は
持
H
倍

か
の
詳
哲
さ
で
記
さ
れ
て
お
り
、
絞
出
に
も
散
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
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ば
、
′
笠
山
竹
林
寺
縁
起
㊥
で
は
、
八
大
地
獄
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
慮
を
路
叙
し
て
い

る
中
に
、
如
上
の
呵
責
に
相
応
す
る
も
の
が
と
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、

上
に
掲
げ
た
太
平
記
の
文
章
の
末
尾
に
近
く
、
「
な
か
ん
と
す
れ
共
、
滑
落

ズ
、
猛
火
眼
ヲ
焦
ス
ガ
故
ニ
。
叫
云
ソ
ト
ス
レ
共
、
声
も
出
ズ
、
銃
丸
喉
ヲ
墓

グ
ガ
故
こ
。
」
と
あ
る
倒
装
法
の
対
句
は
、

仰
さ
け
ぽ
ん
と
し
て
口
を
ひ
ら
け
ば
、
猛
火
口
よ
り
入
り
て
五
暗
六
腑
を
や

く
、
（
往
生
婁
蕉
）

㈱
仰
げ
天
欲
ゾ
泣
淳
不
ゾ
落
、
刀
琵
般
レ
眼
故
、
覆
レ
咄
為
り
怯
声
不
ゾ
出
、
猛
火

入
ゾ
ロ
（
紋
脱
力
）
　
（
重
光
寺
縁
起
）
．

の
天
二
仰
ギ
嘆
ン
ト
ス
レ
ド
モ
浜
不
落
、
刀
琵
ク
ダ
リ
テ
眼
ヲ
披
ル
故
ニ
、

地
ニ
ウ
・
ツ
ブ
セ
シ
テ
ヲ
メ
カ
ン
ト
ス
レ
ド
モ
不
出
声
、
猛
火
来
テ
ロ
ニ
入

故
ニ
、
（
三
巻
本
宝
物
糞
七
巻
本
同
文
）

目
天
ニ
ア
ウ
七
デ
、
ナ
カ
ム
ト
ス
レ
ド
モ
浜
ヲ
チ
ズ
、
猛
火
準
テ
限
ヲ
コ
ガ

ス
、
地
ニ
フ
シ
テ
、
ヲ
メ
カ
ム
ト
ス
レ
ド
モ
、
ヲ
メ
カ
レ
ズ
、
獄
卒
シ
キ

リ
ニ
コ
レ
ヲ
セ
ム
、
（
一
巻
本
宝
物
蛮
）

帥
ナ
カ
ン
ト
セ
サ
セ
タ
マ
へ
ド
モ
、
猛
火
マ
ナ
コ
ヲ
コ
ガ
シ
テ
、
ナ
ミ
ダ
ヲ

チ
ズ
、
サ
ケ
バ
セ
タ
マ
ハ
ン
ト
ス
レ
．
ハ
、
ク
ロ
ガ
ネ
ノ
マ
P
ガ
シ
、
ノ
ン

ド
ニ
プ
サ
ガ
リ
テ
、
掛
コ
ヱ
イ
デ
サ
セ
タ
マ
ハ
ズ
、
（
善
光
寺
如
来
本

懐
）
⑨

な
ど
の
類
例
を
兄
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
倒
装
法
の
問
題
を
別

に
す
れ
ば
、
鵬
が
、
そ
の
対
偶
の
し
か
た
に
お
い
て
、
太
平
記
に
最
も
近
い
。

山
伏
が
、
結
城
所
縁
の
者
に
入
遠
堕
地
獄
の
様
相
を
見
せ
、
一
日
経
書
等
の

墓
を
遺
族
に
拗
晋
せ
、
「
我
ハ
彼
入
道
ガ
今
度
上
搭
セ
シ
時
、
出
へ
謎
l
ニ

（
ノ
）

（

ナ

シ

）

禦
毎
シ
六
道
能
化
之
主
、
地
敲
蔭
望
テ
供
也
」
（
傍
容
は
神
田
本
）
と
告

げ
て
消
え
去
る
精
成
と
い
い
、
ま
た
、
「
若
布
開
法
薯
無
一
不
成
仏
ハ
如
来
ノ

金
言
、
此
経
ノ
大
意
な
れ
バ
、
入
寒
八
熱
ノ
尿
ま
で
も
、
悪
業
ノ
猛
火
忽
チ
ニ

ヘ

消
　
テ
、
清
冷
ノ
池
水
ト
ゾ
な
ら
ん
と
、
導
師
称
揚
ノ
舌
ヲ
の
べ
、
聴
衆
随
喜

・
ノ
泊
ヲ
ソ
フ
」
　
（
神
田
本
）
と
い
う
未
屋
の
附
言
と
い
い
、
そ
し
て
前
述
の
ど

と
き
地
獄
の
描
写
と
い
い
、
こ
の
結
城
入
道
蹟
地
獄
の
説
話
は
、
直
接
的
な
交

渉
関
係
を
看
す
る
作
品
こ
そ
兄
い
だ
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
縁
起
文
芸
と
関
運

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
と
思
ケ
。

五

地
獄
の
話
と
関
連
さ
せ
て
堵
挨
す
べ
き
も
の
に
、
天
狗
道
や
修
崖
道
の
話
が

あ
る
。
太
平
記
に
は
、
た
と
え
ば
、
北
条
高
時
の
田
楽
遊
虹
の
場
に
出
現
し
て

「
天
王
寺
之
妖
雲
崖
ヲ
看
．
ハ
ヤ
ナ
」
と
蛸
し
た
天
狗
（
巻
五
、
相
模
入
道
好
〓

田
楽
）
事
井
大
事
）
や
、
法
捗
寺
炎
上
の
標
に
、
火
を
吹
き
か
け
手
を
打
っ
て

ど
っ
と
笑
っ
た
天
狗
（
巻
二
一
、
法
勝
寺
堵
炎
上
事
）
な
ど
、
鞍
馬
の
僧
正
房

や
愛
宕
の
太
郎
房
な
ど
と
聞
損
の
天
狗
ど
も
も
多
数
登
場
す
る
が
、
こ
こ
で
扱

う
の
は
、
死
に
臨
ん
で
「
七
生
マ
デ
モ
汝
等
ガ
為
二
此
恨
ヲ
可
好
物
ヲ
」
　
（
巻

三
三
、
新
田
左
兵
衛
佐
奇
異
白
誓
轟
）
と
妄
執
を
今
生
に
と
ど
め
、
「
最
後
之

悪
念
二
引
レ
テ
罪
障
挟
カ
リ
シ
カ
．
ご
　
（
巻
二
四
、
正
成
為
t
天
狗
】
乞
レ
剣
事
）

天
狗
道
や
修
羅
遠
に
堕
ち
て
、
そ
の
苦
患
を
受
け
な
が
ら
怨
椎
を
は
ら
そ
う
と

す
る
亡
霊
ど
も
の
話
で
あ
る
。
次
の
五
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
巻
二
四
「
正
成
為
〓
天
狗
一
乞
レ
剣
塾
」

①
巻
二
六
「
大
塔
宮
亡
笠
竜
胎
内
等
」

①
巻
二
七
「
雲
景
未
来
記
恕
」

㊥
巻
一
二
四
「
吉
野
御
厨
伸
監
事
」

㊥
巻
三
三
「
新
田
左
兵
衛
佐
真
相
百
害
等
付
江
戸
遠
江
守
苗
」

右
の
五
話
に
つ
い
て
衛
餌
に
説
明
を
加
え
る
。
肘
は
詔
本
に
よ
っ
て
轟
哲
の
裏
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現
が
ま
ち
ま
ち
で
、
凡
そ
五
橿
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、
「
為
〓
天
狗
こ
の
語
を

看
す
る
の
は
、
管
見
で
は
西
源
院
本
・
紹
田
本
・
玄
玖
本
・
今
川
本
・
膏
川
本

だ
け
で
あ
る
。
説
話
の
内
容
か
ら
言
っ
て
も
、
こ
れ
は
天
狗
遺
で
は
な
く
、
修

羅
道
の
話
で
あ
る
。
楠
正
成
の
怨
霊
が
、
故
後
醍
醐
帝
の
勅
命
に
よ
っ
て
、
足

利
尊
氏
誅
伐
に
是
非
必
要
な
、
大
森
を
七
所
有
の
剣
を
強
請
し
、
そ
れ
を
拒
む

亘
七
と
戦
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
欲
界
第
六
天
の
魔
王
と
な
っ
た
後
醍
醐
帝
を

は
じ
あ
、
親
王
護
良
・
新
田
童
貞
・
楠
正
成
等
の
ほ
か
に
源
義
経
、
治
東
や
元

弘
・
建
武
の
乱
に
討
死
し
た
兵
ど
も
が
登
場
す
る
。
大
般
若
経
の
読
濁
供
養
に

上
っ
て
正
成
の
魂
塊
も
鎮
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
脚
は
、

「
往
来
ノ
僧
」
　
（
神
田
本
・
京
大
本
・
流
布
本
は
禅
僧
）
が
、
仁
和
寺
の
六
本

杉
の
木
蔭
で
雨
宿
り
を
し
、
夜
更
け
て
、
親
王
護
良
・
茎
僧
正
春
雅
・
南
都
の

智
故
上
人
・
浄
土
寺
の
忠
円
僧
正
の
四
人
の
怨
霊
が
杉
の
粕
に
現
わ
れ
、
小
稿

の
胃
頭
で
述
べ
た
足
利
政
権
内
の
紛
擾
を
起
さ
す
べ
く
評
定
し
て
、
幻
の
如
く

消
え
失
せ
る
の
を
見
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
熟
鉄
丸
を
日
に
一
二
度
苛
ん
で
悶

絶
跡
地
す
る
天
狗
送
の
苦
息
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
田
の
「
雲
景
未
来
記

事
」
は
、
南
都
本
系
統
の
諸
本
な
ど
に
は
欠
け
て
お
り
、
こ
れ
を
看
す
る
諸
本

の
問
に
も
本
文
異
同
の
甚
し
い
説
話
で
あ
る
。
四
条
河
原
の
勧
進
田
楽
に
お
け

る
桟
敷
転
倒
の
事
件
（
良
和
五
年
六
月
十
一
日
）
の
あ
っ
た
直
後
、
諸
国
一
見

の
羽
黒
山
伏
雲
丑
が
、
行
き
連
れ
た
一
山
伏
に
愛
宕
山
へ
導
か
れ
、
太
郎
房
か

ら
、
世
の
治
乱
の
来
由
や
行
く
末
の
こ
と
を
開
く
と
い
う
詔
で
あ
る
。
翌
場
す

る
の
は
、
玄
坊
・
寛
朝
・
慈
恵
・
頼
薮
・
仁
海
・
尊
雲
（
謹
艮
）
ら
の
僧
侶
、

「
悪
鑑
三
之
棟
奨
」
と
な
っ
た
、
淳
仁
・
後
鳥
羽
・
後
醍
観
の
謡
帝
で
あ
る
。

（
天
正
本
系
統
諸
本
・
流
布
本
に
は
、
崇
徳
院
・
井
上
皇
后
・
源
為
朝
が
加
わ

る
。
）
天
狗
道
の
苦
恩
が
億
か
な
が
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
㈲
は
、
南
朝
勤
仕
の

一
上
北
画
が
、
遁
世
の
暇
乞
い
の
た
め
後
殿
田
棺
の
厨
に
詣
り
、
擾
乱
の
世
相

を
敷
き
訴
え
、
暫
く
ま
ど
ろ
ん
だ
夢
に
、
後
醍
醐
南
・
日
野
資
朝
・
同
便
基
が

あ
ら
わ
れ
て
、
胡
徹
誅
伐
の
謀
を
め
ぐ
ら
す
と
見
て
、
覚
醒
し
た
と
い
う
話
で

あ
る
。
怨
霊
の
描
き
方
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
修
羅
道
の
話
で
あ
る
。
佃
は
、
畠

山
遺
誓
の
遺
し
た
江
戸
遠
江
守
・
同
下
野
守
の
好
計
に
落
ち
、
矢
口
の
預
L
で

自
害
し
た
新
田
事
典
の
怨
霊
が
、
仇
敵
に
崇
り
を
な
す
話
で
あ
る
。
前
条
に
お

い
て
資
朝
・
俊
基
が
後
醍
醐
再
に
奏
上
す
る
朝
敵
誅
伐
の
謀
に
示
さ
れ
た
、
童

興
の
役
割
り
と
関
係
－
些
少
の
堕
積
を
含
む
－
が
あ
り
、
㈲
お
よ
び
佃
で
の
予

兆
は
巻
三
十
八
で
実
現
す
る
。
董
興
の
亡
魂
が
仇
敵
の
み
な
ら
ず
往
来
の
人
を

も
悩
ま
せ
る
に
至
っ
た
の
で
、
「
近
里
之
野
人
村
老
ア
ツ
マ
テ
、
萎
興
之
亡
霊

ヲ
一
社
之
神
二
崇
、
常
盤
蔓
盤
之
祭
礼
、
干
ゾ
今
マ
デ
モ
絶
ズ
ト
ゾ
承
ル
」
と
、

太
平
記
は
記
し
て
い
る
。
縁
起
文
芸
と
の
関
わ
り
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

太
平
記
に
は
、
死
者
の
霊
魂
が
成
仏
で
き
ず
に
迷
い
出
る
話
が
、
も
う
一
例

あ
る
。囲
巻
一
一
「
越
中
守
護
自
害
等
」

こ
れ
は
、
「
近
比
、
越
後
国
ヨ
リ
京
へ
上
ル
舟
人
」
が
見
た
亡
霊
の
話
で
あ

薫
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
十
七
日
に
宮
方
に
攻
め
ら
れ
て
自
害
し
た

名
越
時
看
・
弟
看
公
・
甥
貞
持
と
、
同
じ
時
に
入
水
し
た
三
人
の
要
た
ち
の
亡

霊
が
、
緒
と
沖
と
で
呼
び
合
い
、
寄
り
近
づ
こ
う
と
す
る
や
猛
火
に
踵
て
ら

れ
、
．
女
は
狼
の
底
に
沈
み
、
男
は
指
へ
泳
ぎ
帰
っ
た
と
い
う
内
容
で
、
「
夫
婦

執
窟
ノ
妄
念
」
に
障
擬
さ
れ
た
怨
霊
た
ち
で
あ
る
。

六

上
来
、
太
平
記
に
お
け
る
地
獄
や
怨
霊
の
話
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
の
榔
佃
は
北
野
天
神
縁
起
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

U
は
元
弘
乱
後
の
疲
弊
の
中
で
、
大
内
蓑
の
造
営
を
敢
え
て
し
よ
う
と
し
た
中



現
政
府
へ
の
批
判
に
開
通
し
て
、
大
内
宗
煉
亡
の
措
史
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
中

に
菅
公
の
崇
り
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
刷
が
「
彼
再
　
（
醍
班
）
　
随
分

撃
㍉
民
チ
治
メ
ゾ
世
チ
給
シ
ダ
ニ
地
獄
二
露
給
フ
、
マ
シ
テ
其
程
ノ
政
道
モ
無
位

ナ
レ
．
ハ
、
サ
コ
ソ
地
獄
へ
良
人
多
カ
ル
ラ
メ
ト
党
タ
リ
」
と
、
時
の
政
嘉
を
批

判
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
。
松
は
、
良
和
四
年

二
三
四
三
）
正
月
、
高
値
泥
の
岩
野
攻
路
に
よ
っ
て
灰
旭
に
帰
し
た
北
野
天

神
社
現
の
綾
起
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
初
以
後
の
七
話
の
う
ち
、
冊
を
除
け

ば
、
す
べ
て
宮
方
の
公
小
笠
恰
侶
・
武
将
の
怨
霊
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
伸
銅
柚
の
三
謡
は
、
い
ず
れ
も
未
来
記
的
な
性
路
を
も
っ
て
お
り
、
武

家
万
の
内
証
や
武
将
の
死
が
予
告
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

佃
の
「
正
成
塾
天
狗
一
乞
レ
利
器
」
も
含
め
て
　
こ
の
租
の
説
話
が
、
苗
朝
を

象
徴
す
る
後
醍
醐
帝
の
m
榊
に
よ
っ
て
、
甫
朝
が
白
か
ら
の
冥
カ
を
以
て
政
杵

を
琵
回
す
る
と
い
う
．
軍
が
殆
ど
決
定
的
に
他
室
と
な
っ
た
、
そ
れ
以
校
の
請
童

に
集
中
的
に
現
わ
れ
て
く
る
と
い
う
事
実
は
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
㈲

㈲
∽
㈲
の
四
話
に
は
、
苗
朝
の
君
臣
の
怨
霊
が
校
数
で
畳
均
し
、
世
を
乱
す
べ

く
評
罠
す
る
。
官
ガ
と
m
H
方
の
弱
力
均
折
が
大
き
く
崩
れ
て
、
戦
乱
の
収
ま

り
に
期
待
を
も
ち
か
け
た
民
衆
が
、
足
利
氏
の
分
裂
抗
争
に
よ
っ
て
そ
の
夢
を

積
ら
れ
、
と
て
も
か
く
て
も
治
ま
ら
ぬ
世
の
因
由
を
、
そ
こ
に
見
い
た
さ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
孔
で
あ
ろ
う
。
後
醍
醐
棺
と
か
親
王
護
良
と
か
楠
正
成
と
か
の

「
個
人
」
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
「
世
」
を
悼
む
民
衆
の
感
情
を
反
映
し
た

も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
相
川
は
個
人
的
色
彩
が
強
い
ゥ
佃
も
同
様

と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
北
条
方
の
人
問
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
た
だ
、
相
川
的

の
共
通
点
は
、
そ
の
舞
台
が
竃
国
ま
た
は
北
陸
の
地
方
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
印
刷
が
、
い
ず
れ
も
綾
起
文
芸
と
の
関
わ
り
を
予
愁
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
㈹
も
、
対
句
を
多
く
m
い
た
、
七
五
調
を
基
本
と
す

る
美
文
で
語
ら
れ
、
「
マ
ノ
ア
タ
リ
憶
ル
拍
ノ
兄
へ
タ
リ
ツ
ル
、
亡
者
之
思
之

程
コ
ソ
墾
扶
シ
」
と
結
ば
れ
て
い
て
、
唱
持
文
※
と
の
関
り
を
思
わ
せ
る
も
の

が
あ
る
。
事
実
、
北
随
を
舞
台
と
す
る
記
事
に
は
、
唱
寝
的
な
口
吻
が
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

の
彼
叫
喚
・
大
叫
喚
ノ
声
耳
二
清
テ
、
紅
辺
・
大
紅
蓮
ノ
菩
ミ
眼
二
遭
ル
、

今
ダ
ニ
カ
、
リ
、
後
ノ
恍
ヲ
恩
満
ル
コ
ソ
悲
シ
ケ
レ
、
（
巻
一
七
、
北
国

下
向
坊
疎
死
持
。
）

ア

ダ

　

　

　

タ

ス

カ

ラ

ン

回
道
程
二
不
定
ノ
大
乱
、
化
ナ
ル
身
命
ヲ
資
ト
テ
、
五
二
欝
業
ヲ
造
り
、
長

キ
世
ノ
苦
ミ
ヲ
受
ン
霜
コ
ソ
浅
猿
ケ
レ
、
（
義
一
八
、
越
前
府
軍
井
金
時

後
攻
勇
一
）

の
一
時
ニ
ミ
ナ
ロ
皆
］
シ
テ
、
哉
楊
ノ
士
ト
成
ニ
ケ
リ
、
サ
レ
．
ハ
今
二
到
迄
其

怨
再
H
l
l
Ⅱ
共
此
所
二
留
テ
、
月
＝
‥
良
リ
雨
帽
キ
夜
ハ
、
叫
喚
大
金
ノ
声
願
々
ト
シ

テ
、
人
ノ
弓
孔
ヲ
葦
カ
ラ
シ
ム
、
（
羞
一
八
、
金
時
城
詰
塾
）

⇔
我
執
ト
欲
念
ト
ニ
ッ
カ
ハ
レ
テ
、
互
二
哲
心
ヲ
売
ス
人
々
モ
、
終
ニ
ハ
皆

無
常
ノ
殺
鬼
二
逢
ヒ
、
叫
㍑
レ
ン
二
呵
貴
七
二
コ
ト
モ
不
ゾ
久
シ
カ
ラ
、
哀
二
愚
カ

ナ
ル
欝
共
ナ
リ
、
（
巻
一
入
、
春
宮
罠
祖
宗
付
一
宮
飢
息
所
持
）

な
ど
を
挙
げ
う
る
。
回
と
目
と
は
、
百
澗
院
本
・
笠
田
木
・
内
閣
本
・
托
田

本
・
相
承
院
本
・
京
大
本
・
前
田
岩
本
等
に
は
な
い
文
で
あ
っ
て
（
古
典
文
学

大
預
頭
注
）
、
後
に
補
整
き
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
の
柏
の
文
句
が
、
他
の
地
域
の
事
件
に
は
殆
ど
な
く
、
北
捗
で
の
事
件
に
即

し
て
、
賃
中
的
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
軽
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事

象
で
あ
る
。

七

太
平
記
に
は
、
「
其
春
枝
偏
二
八
大
地
は
ノ
罪
人
ノ
、
刀
山
側
揖
ニ
ッ
ラ
ヌ
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°

°

カ
レ
、
猛
火
鉄
揚
二
身
ヲ
蛇
ス
ラ
ム
苦
モ
カ
ク
コ
ソ
ト
恩
知
テ
レ
タ
リ
」
　
（
巻

七
、
千
剣
披
城
軍
事
）
の
ど
と
く
、
地
獄
の
菩
息
を
比
喩
と
し
て
用
い
た
も
の

が
約
十
例
あ
る
。
中
で
も
、
飽
烙
の
刑
の
描
写
と
Ⅲ
似
し
て
い
る
の
は
、
「
為

班
蜘
和
歌
辣
」
　
（
章
二
）
に
見
ら
れ
る
、
六
披
た
で
の
二
条
為
閉
拷
問
1
但

し
為
班
は
詠
歌
の
功
徳
に
よ
っ
て
水
火
の
貴
め
を
ま
ぬ
が
れ
る
1
・
の
楊
画
で

あ
る
。
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六
波
羅
ノ
北
ノ
坪
二
択
ヲ
起
シ
、
銭
湯
蛙
析
ノ
如
ニ
テ
、
其
上
二
青
竹
ヲ

披
テ
並
べ
シ
キ
、
隙
ア
キ
タ
ル
ヨ
リ
猛
火
ノ
炎
ヲ
吐
テ
烈
々
タ
ル
、
朝
夕

雄
色
左
右
二
立
並
デ
、
為
明
ノ
手
ヲ
引
．
ハ
リ
、
猛
火
ノ
上
ヲ
捗
七
軍
テ
ン

°

　

0

　

0

　

0

　

0

　

°

　

0

　

0
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0

ト
支
度
シ
タ
ル
有
様
、
咄
四
m
五
逆
之
E
罪
人
ノ
岱
熱
大
焦
恕
之
炎
二
身
ヲ

°

　

0

焦
シ
、
牛
頭
馬
頭
ノ
呵
責
二
迭
ラ
ン
モ
、
カ
ク
コ
ソ
党
へ
テ
、
見
ル
ニ
肝

ハ
消
ヌ
べ
シ
、

「
楼
挨
蛸
痘
」
と
か
「
持
勲
大
焦
熱
」
と
か
の
用
語
の
共
通
性
の
み
な
ら
ず
、

呵
賃
の
描
き
方
そ
の
も
の
が
極
め
て
相
似
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
飽
烙

の
刑
の
憩
條
図
が
作
者
の
附
祖
に
あ
る
地
獄
絵
机
と
n
な
り
合
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
。
太
平
記
の
描
写
に
お
い
て
、
列
女
伝
の
説
明
を

は
み
出
て
い
る
軍
嘉
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
れ
ば
、

そ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
次
の
表
は
、
列
女
伝
に
拠
る
唐
鋲
の
説
明
と
、

往
生
婁
鷺
に
見
え
る
畏
m
地
相
の
苦
瓜
の
一
つ
と
、
太
平
記
に
お
け
る
飽
蛤
の

刑
の
叙
述
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
票
を
対
附
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
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太
平
記
の
飽
格
の
刑
の
描
写
は
、
列
女
伝
の
闇
路
な
説
明
を
邦
に
、
．
黒
絹
地
獄

の
苦
息
の
様
相
を
媒
介
と
し
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
四
損
に

看
取
さ
れ
よ
う
。
太
平
記
の
「
焼
頚
大
焼
頚
之
票
患
ヲ
移
セ
ル
刑
ナ
レ
．
ハ
、
他

烙
之
浣
ト
ハ
名
付
タ
リ
」
と
い
う
部
分
が
、
内
閣
本
・
相
来
院
未
・
前
田
完
本

0
0
0
0

㊥
・
野
尻
本
天
理
図
告
単
項
正
木
長
時
木
等
で
は
上
役
ノ
F
1
1
品
紺
地
浩
ノ
苦
r

t
l
思
ヲ

（
マ
マ
）
〓
二
こ

移
セ
ル
形
ナ
レ
．
ハ
、
地
楕
ノ
沈
下
ハ
名
付
タ
リ
」
（
内
閣
木
）
と
あ
り
、
上
述

の
形
成
過
程
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
方
が
本
来
的
な
形
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
考
え
得
る
と
す
れ
ば
、
如
上
の
具
木
管
に
は
、
上
掲
の
文
に
藍
け
て
、

今
生
ニ
チ
ハ
追
ル
、
人
多
ケ
レ
ド
そ
、
往
世
ニ
チ
ハ
此
苦
ヲ
受
ル
者
多
カ

ル
べ
シ
（
内
閣
木
）

と
い
う
、
唱
泊
的
な
文
句
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
を
惹
く
。



太
平
記
の
討
王
説
話
は
、
足
利
正
義
が
越
前
国
の
敦
賀
津
に
落
居
し
た
記
事

に
続
け
て
裁
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
事
を
「
北
睦
」
と
関
係

づ
け
て
考
え
る
こ
と
は
、
強
引
に
す
ぎ
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
に
は
す
で
に
、

観
応
元
年
十
一
月
に
お
け
車
両
朝
と
硫
黄
と
の
合
体
も
放
れ
て
い
る
し
、
そ
の

餃
北
国
に
落
ち
る
ま
で
の
正
義
が
柏
正
伝
と
呼
応
し
て
甫
朝
と
の
和
平
交
渉
を

続
け
て
い
た
と
い
う
こ
し
く
㊥
も
太
平
記
作
者
の
恐
ら
く
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
ら
、
「
甫
朝
」
と
関
係
づ
け
て
考
え
る
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
不
可

随
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
方
面
か
ら
、
こ
の
他
焙
の
刑
の
描
写
を
唱
苺
文
芸

と
か
か
わ
ら
せ
る
こ
と
に
は
、
甚
し
く
無
班
が
伴
な
う
よ
う
で
あ
る
。

太
平
記
の
封
王
説
話
は
、
史
記
の
本
文
に
即
し
た
帝
武
乙
・
紀
王
の
説
話

と
、
古
護
憲
求
に
拠
っ
た
太
公
望
の
調
謡
と
、
口
説
的
な
姐
己
説
話
と
の
抱
合

で
あ
り
、
そ
の
全
体
的
な
構
成
は
史
記
に
倣
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
契
機
に
よ
っ
て
悶
－
わ
り
を
持
ち
得
た
か
、
と
い
う

点
に
な
る
と
想
像
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
姐
己
説
話
に
お
い
て

は
、
唱
導
文
芸
と
の
関
連
を
認
め
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私
見
を
提
出
し

て
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

注

の
西
源
院
本
に
よ
る
。
以
下
、
特
に
注
記
し
な
い
と
き
は
同
様
で
あ
る
。

④
十
訓
抄
（
第
三
）
に
も
、
蒐
玖
良
質
（
巻
一
八
、
一
八
〇
九
）
　
の
付
句
に

0

も
、
「
章
の
右
」
と
あ
る
。

④
桂
湖
村
氏
説
（
決
m
国
字
招
全
日
「
慧
兢
」
解
題
）

の
エ
出
精
貞
一
博
士
「
太
平
記
の
出
典
に
関
す
る
研
究
」
　
（
輿
草
間
校
研
究
紀

要
、
昭
和
3
4
・
8
）

0
校
m
丹
治
再
士
『
太
平
記
の
研
究
』
（
「
太
平
記
原
拠
的
」
賃
四
葦
第
二
飾
）

◎
結
城
所
縁
の
律
盟
を
両
頭
院
元
・
金
持
院
本
は
「
山
伏
」
に
、
天
正
本
は

「
揮
僧
」
に
作
る
。
又
、
山
伏
を
酉
・
金
は
「
律
僧
」
、
天
は
「
法
師
」
に

作
る
。
（
参
堵
太
平
記
）

㊦
後
損
柏
士
、
前
出
告
（
「
太
平
記
頂
相
識
」
帯
一
帯
第
二
節
十
七
）

㊥
広
畠
県
㍑
田
郡
河
内
町
、
竹
林
寺
濃
。
友
久
武
文
氏
「
里
山
竹
林
寺
絞
起
に

つ
い
て
」
茨
び
翻
刻
（
中
1
世
文
芸
1
3
、
昭
3
3
・
ウ
ニ

句
国
文
学
論
叢
賃
二
組
「
中
世
文
学
、
研
究
と
資
料
」
所
誠
。

㊥
本
文
は
流
布
本
に
よ
る
。
以
下
三
例
も
同
様
。

㊥
用
語
院
本
∴
出
田
完
本
（
と
も
に
前
田
中
．
尊
H
問
は
）
　
の
本
文
に
つ
い
て
は

鈴
木
発
崇
点
氏
の
机
致
一
爪
を
仰
い
だ
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

㊥
史
料
錆
豆
　
（
机
応
二
年
二
月
五
日
、
三
月
一
一
日
、
四
月
二
七
日
、
五
月
一

五
日
〕
な
お
「
吉
野
欝
円
窓
」
　
（
舘
岩
類
従
）
に
、
講
和
に
関
す
る
墾
班
と

庇
義
と
の
意
見
交
換
の
文
書
が
あ
る
。

1
広
島
大
学
教
育
学
部
付
抗
福
山
高
校
教
諭
T
l
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